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区
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

 

陽
春
の
候
、
う
ら
ら
か
な
季
節
を
迎
え

た
今
日
こ
の
頃
、
乙
金
東
区
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

日
頃
よ
り
区
の
運
営
に
又
、
諸
活
動
に

対
し
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
３
月
１１
日
の
東
日
本
大
震
災
の

一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
い
、
元
気
な
東

日
本
の
姿
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

さ
て
、
去
る
４
月
１５
日
開
催
の
平
成
２４

年
度
乙
金
東
区
定
期
総
会
に
て
、
は
か
ら

ず
も
区
長
の
大
任
を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
に

な
り
、
そ
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
し
て
お

り
ま
す
。 

 

始
め
に
区
の
役
員
と
し
て
十
数
年
と
い

う
長
い
期
間
ご
尽
力
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
、

尾
﨑
前
区
長
に
改
め
て
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

乙
金
か
ら
分
区
し
て
長
い
歴
史
を
諸
先

輩
方
が
築
き
上
げ
て
こ
ら
れ
た
、
乙
金
東

区
の
自
治
体
制
を
更
に
維
持
発
展
の
た
め

役
職
員
、
区
民
の
皆
様
と
力
を
合
せ
て
区

の
基
本
方
針
で
あ
る
「
安
全
で
安
心
な
街
、

や
さ
し
さ
と
ふ
れ
あ
い
の
街
づ
く
り
を
め

ざ
し
て
」
に
誠
心
誠
意
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
こ
と
が
区
の
運
営
に
課
せ
ら
れ

た
責
任
で
あ
る
と
確
信
い
た
し
て
お
り
ま

す
。 区

の
運
営
は
、
そ
こ
に
住
む
住
民
自
身

の
た
め
に
あ
る
組
織
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

し
か
し
な
が
ら
、
私
達
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
く
、
少
子
高
齢
化
の
一
層
の
進

展
、
福
祉
活
動
、
情
報
化
、
雇
用
経
済
情

勢
の
低
迷
等
と
社
会
状
況
の
変
化
す
る
な

か
で
、
区
で
対
応
で
き
る
様
々
な
課
題
、

事
業
・
行
事
に
対
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
進

む
べ
き
方
向
を
区
民
皆
様
と
取
り
組
み
、

一
歩
一
歩
足
元
か
ら
解
決
、
施
行
し
て
行

く
こ
と
が
、
次
の
世
代
へ
の
案
内
で
あ
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。 

又
、
今
年
度
よ
り
区
の
姿
を
変
え
る
現

人
橋
乙
金
線
（
乙
金
東
団
地
内
区
）
道
路

工
事
の
一
部
で
あ
る
仮
橋
工
事
が
着
工
の

予
定
で
、
交
通
安
全
確
保
に
更
な
る
皆
様

の
ご
配
慮
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
区
民
皆
様
方
の
更
な
る
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
心
か

ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

最
後
に
今
年
度
も
良
い
年
で
あ
り
、
区

の
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
申
し

上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
区
長

就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

乙
金
東
区 

区
長  

諌
山 

 

登 

  

★
平
成
２４
年
度 

乙
金
東
区
定
期
総
会
開
催
風
景 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

４
月
１５
日
（
日
） 

 

退
任
の
ご
あ
い
さ
つ 

陽
春
の
候
、
区
民
の
皆
様
に
は
益
々
ご

清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

こ
の
た
び
、
４
月
１５
日
を
も
ち
ま
し
て
、

乙
金
東
区 

区
長
を
退
任
い
た
し
ま
し
た
。 

思
い
起
こ
せ
ば
平
成
５
年
４
月
、
２
代

目
の
区
長
と
な
ら
れ
た
新
原
芳
幸
氏
の
補

佐
役
と
し
て
書
記
に
就
任
し
て
以
来
、
通

算
１７
年
の
間
、
乙
金
東
区
の
役
員
と
し
て

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

苦
労
し
た
こ
と
、
楽
し
か
っ
た
こ
と
、

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
今
は
走
馬
灯
の
よ
う

に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。 

こ
の
間
、
４
人
の
前
区
長
さ
ん
と
共
に

高
速
道
路
の
防
音
壁
の
問
題
や
井
野
山
の

焼
却
炉
の
問
題
、
広
場
確
保
の
問
題
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
乙
金
東
区
乗
り
入
れ
の

問
題
、
公
民
館
の
２
度
の
改
修
工
事
な
ど

諸
問
題
の
解
決
に
微
力
な
が
ら
携
わ
っ
て

ま
い
り
ま
し
た
。 

私
が
区
長
就
任
後
、
懸
案
で
あ
っ
た
広

場
確
保
の
チ
ャ
ン
ス
が
巡
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
乙
金
第
２
土
地
区
画
整
理
事
業

が
施
工
さ
れ
、
乙
金
東
区
内
に
第
１
公
園
（
面
積
約
１
１
０
０

㎡
）
が
計
画
さ
れ
て
い
る
の
を
機
に
「
面
積
２
０
０
０
㎡
の
公

園
を
」
と
大
野
城
市
に
要
望
書
を
提
出
し
嘆
願
し
て
参
り
ま
し

た
。
佐
藤
義
廣
市
議
会
議
員
の
お
力
添
え
も
受
け
、
お
陰
で
平

成
２７
年
４
月
に
は
２
１
０
０
㎡
の
公
園
が
完
成
す
る
運
び
と

な
り
大
変
あ
り
が
た
く
存
じ
て
お
り
ま
す
。 

平
成
２０
年
６
月
に
は
、
乙
金
東
区
創
立
２０
周
年
記
念
行
事

を
実
施
し
ま
し
た
が
、
こ
の
と
き
は
準
備
日
数
が
短
く
大
変
苦

労
し
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。 

又
、
公
民
館
に
於
い
て
は
「
思
い
や
り
と
感
謝
」
を
モ
ッ
ト

ー
に
「
夏
ま
つ
り
」、「
運
動
会
」、「
福
祉
事
業
」、「
自
主
防
災

訓
練
」
を
始
め
、
種
々
な
行
事
を
開
催
し
区
民
相
互
の
親
睦
を

重
ね
て
参
り
ま
し
た
が
、
区
の
役
職
員
の
皆
様
や
各
種
団
体
の

皆
様
を
始
め
、
区
民
の
皆
様
の
ご
協
力
と
ご
支
援
の
お
陰
で
無

事
に
過
せ
ま
し
た
こ
と
は
、
大
変
幸
せ
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

心
よ
り
深
く
感
謝
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

昨
年
は
未
曾
有
の
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
大
変
な
一
年
で

し
た
。 

区
民
の
皆
様
に
は
封
筒
義
援
金
や
「
ひ
ろ
み
＆
満
明
さ
ん
の

歌
舞
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
」
に
も
義
援
金
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

誰
し
も
思
う
こ
と
で
す
が
、
一
日
で
も
早
い
復
興
を
願
う
と

こ
ろ
で
す
。 

「
人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
」
と
よ
く
言
い
ま
す
。
向

こ
う
三
軒
両
隣
は
も
ち
ろ
ん
、
区
民
み
ん
な
の
「
絆
」
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。 

今
後
、
諌
山
新
区
長
の
も
と
、
よ
り
一
層
の
「
安
全
で
安
心

の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
」
が
推
進
さ
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て
お
り

ま
す
。 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
乙
金
東
区
の
益
々
の
ご
発
展
と
区

民
の
皆
様
の
ご
繁
栄
、
ご
健
勝
を
祈
念
申
し
上
げ
、
私
の
退
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。 

永
い
間
ほ
ん
と
う
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

前
乙
金
東
区 

区
長 

尾
﨑 

和
典 

       

２０１２年（平成２４年） 

新
年
度
を
迎
え
て 

写真１ 

書記       区長       副区長       会計 
福本 博    諌山 登    中澤 健一    坂本 克俊 
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■
平
成
２４
年
度  

役
員
及
び
役
職
員
の
紹
介 

 
 
 
 
 

（
平
成
２４
年
４
月
１５
日
付
） 

（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

※
写
真
は
出
席
者
の
み
掲
載 

 

■
役 

員
（
写
真
１
） 

・
区
長
（
公
民
館
長
兼
務
） 

 
 
 

諌
山 

 

登 

・
副
区
長
（
公
民
館
長
代
理
兼
務
）  
中
澤 

健
一 

・
会 

計 
 
 
 
 
 
 
 
 

坂
本 
克
俊 

・
書 

記 
 
 
 
 
 
 
 
 

福
本 

 
博 

 

■
役 

員
（
写
真
２
） 

・
１
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 
 

山
口 

幸
子 

・
２
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 
 

永
松 

敬
子 

・
３
ブ
ロ
ッ
ク
長 

 
 

川
迫 

義
昭 

・
監
査
役 

 
 
 
 
 

森
下 

泰
三 

・
監
査
役 

 
 
 
 
 

富
田 

浩
一 

・
区
体
育
部
長 

 
 
 

金
尾 

和
洋  

・
区
文
化
部
長 

 
 
 

中
村 

秋
雄 

・
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当 

体
育
部
長 

内
山 

三
十
児 

・
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
担
当 

文
化
部
長 

 

鳥
飼 

佳
栄 

  

■
相
談
役
（
写
真
３
） 

・
相
談
役 

 
 
 
 
 

平
山 

哲
生 

・
相
談
役 

 
 
 
 
 

八
木 

尚
人 

 

■
各
種
団
体
の
長
（
写
真
４
） 

・
福
祉
部
会
部
長 

 
 
 
 

加
川 

恭
子 

・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長 

 
 

鹿
児
嶋 

ト
シ
子 

・
子
ど
も
会
育
成
会
会
長 

 

竹
下 

裕
美
子 

・
食
生
活
改
善
推
進
会
会
長 

江
口 

江
美
子 

 

・
地
域
貸
出
文
庫
代
表 

 
 

別
府 

郁
子 

・
役
員
Ｏ
Ｂ
会
会
長 

   
 

井
上 

周
二 

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
若
葉
会
会
長  

 

副
島 

ス
ミ
ヱ 

・
若
手
の
会
会
長 
   

 
  

鬼
倉 

弘
人 

 

■
民
生
児
童
委
員
（
写
真
５
） 

・
民
生
児
童
委
員 

 

池
末  

俊
彦 

・
民
生
児
童
委
員 

 

藤
岡 

ひ
と
み 

 

             

      

               

 

     

役
員
Ｏ
Ｂ
会
研
修
旅
行
記 

去
る
３
月
１０
日
（
土
）、
役
員
Ｏ
Ｂ

会
メ
ン
バ
ー
１５
名
は
、
田
川
郡
添
田
町

英
彦
山
に
向
け
、
１
泊
２
日
の
研
修
旅

行
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。 

今
回
の
研
修
旅
行
ル
ー
ト
は
、
目
的

地
の
英
彦
山
へ
行
く
道
中
で
、
皆
さ
ん

の
希
望
を
叶
え
な
が
ら
の
旅
と
し
、
先

ず
英
彦
山
神
宮(

ひ
こ
さ
ん
じ
ん
ぐ
う)

で
の
参
拝
と
な
り
ま
し
た
。 

英
彦
山
神
宮
は
、
福
岡
県
田
川
郡
添

田
町
の
英
彦
山
に
あ
る
神
社
で
す
。
日

本
有
数
の
修
験
道
の
霊
場
と
し
て
栄
え

た
こ
の
神
社
は
高
台
に
あ
る
た
め
、
修

験
道
の
時
代
か
ら
あ
る
昔
な
が
ら
の
石

段
を
登
っ
て
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

現
在
は
、
表
参
道
に
沿
っ
て
「
ス
ロ

ー
プ
カ
ー
」
が
通
っ
て
い
ま
す
の
で
、

線
路
全
長
８
４
９
ｍ
を
１５
分
で
、
今
ま

で
歩
い
て
し

か
行
け
な
か

っ
た
「
英
彦

山
神
宮
奉
幣

殿
」
ま
で
、

気
軽
に
楽
し

み
な
が
ら
行

け
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

眼
下
に
は
英
彦
山
に
新
し
く
誕
生
し
た 

英
彦
山
花
園(

か
え
ん)

が
あ
り
、
総
面
積

１７
万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
広
大
な
敷
地
に
、

添
田
町
の
花
「
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
」
５
千
本
、

そ
の
他
に
も
高
山
植
物
を
中
心
に
７０
種

類
以
上
、
３
万
２
千
本
以
上
の
花
木
を
植

樹
し
て
い
る
花
公
園
が
あ
り
ま
す
。 

英
彦
山
神
宮
参
拝
後
は
、
本
日
の
宿
泊

地
「
鷹
巣
高
原
ホ
テ
ル
（
英
彦
山
）」
に
て

汗
を
流
し
、
お
待
ち
か
ね
の
宴
会
で
す
。 

豪
華
な
夕
食
に
カ
ラ
オ
ケ
オ
ン
パ
レ
ー

ド
と
気
が
付
け
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
３
時

間
が
経
ち
、
ま
だ
歌
い
足
り
な
い
方
も
多 

く
後
ろ
髪
を
引
か
れ
る
思
い
で
し
た
が
、

宴
も
終
了
と
な
り
ま
し
た
。 

翌
１１
日
は
朝
食
前
に
、
昨
年
の
東
日
本

大
震
災
被
災
者
に
向
け
て
の
黙
と
う
か
ら

始
ま
り
、
お
土
産
を
片
手
に
ホ
テ
ル
を
出

発
。
２
日
目
は
道
の
駅
「
お
お
と
う
桜
街

道
」
で
い
ま
話
題
の
「
１
億
円
ト
イ
レ
」

を
見
学
し
な
が
ら
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し

み
、
２
日
間
の
研
修
旅
行
も
無
事
終
わ
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

あ
っ
と
い
う
間
の
２
日
間
で
、
も
う
次

の
旅
行
が
楽
し
み
で
す
。
皆
様
お
疲
れ
さ

ま
で
し
た
。 

役
員
Ｏ
Ｂ
会
会
長 
井
上 

周
二 

義
援
金
の
お
礼
と
ご
報
告 

平
成
２４
年
３
月
１８
日
、
東
日
本
大
震
災
・
被
災
者
支
援
「
東

北
頑
張
れ
！
母
子
歌
舞
シ
ョ
ー
」
が
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 １

時
間
半
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

ー
シ
ョ
ー
で
し
た
が
、
皆
様
楽

し
ま
れ
た
で
し
ょ
う
か
。 

当
日
は
多
数
の
皆
様
に
ご

来
場
い
た
だ
き
、
ま
た
被
災
地

に
対
し
て
義
援
金
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
て
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

※
入
場
者
数
＝
６１
名 

※
義
援
金
総
額
＝
７
８
、
３
８
２
円 

※
義
援
金
は
大
野
城
市
新
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
課
を
通
じ
、
岩
手
県

釜
石
東
中
学
校
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。 

 

消
火
・
避
難
訓
練
の
実
施 

３
月
２５
日
、
公
民
館
消
火
・
避
難
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。 

趣
旨
説
明
の
後
、
DVD
に
よ
る
視
聴
で
「
炎
と
煙
の
恐
ろ
し
さ
」、

住
宅
用
警
報
器
は
、
NS
マ
ー
ク
が
表
示
さ
れ
て
い
る
機
器
を
購

入
す
る
こ
と
。
設
置
場
所
は
、
住
宅
用
警
報
器
の
機
種
に
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。 

警
報
器
は
①
電
池
切
れ
に
注
意
す
る
事 

②
月
に
１
回
は
テ

ス
ト
ボ
タ
ン
を
押
し
、
正
常
に
作
動
す
る
か
を
確
認
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。 

「
悪
徳
訪
問
販
売
に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。
消
防
署

は
絶
対
に
訪
問
販
売
は
し
ま
せ
ん
」
と
注
意
が
あ
り
ま
し
た
。 

避
難
訓
練
で
は
、
実
習
室
で
出
火
し
た
と
想
定
し
、
皆
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
の
避
難
経
路
に
し
た
が
っ
て
、
落
着
い
て
着
実
に
公

民
館
外
に
避
難
し
ま
し
た
。 

 

次
は
消
火
訓
練
で
す
。
消
防
団
員
か

ら
消
火
器
の
取
り
扱
い
は
、
「
ピ
ノ
キ

オ
」
で
覚
え
て
く
だ
さ
い
。
ピ
は
「
ピ

ン
を
抜
く
」
ノ
は
「
ノ
ズ
ル
を
外
す
」

キ
は
「
距
離
を
保
つ
」
オ
は
「
落
ち
着

い
て
」
と
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
全
員

が
消
火
器
に
よ
る
初
期
消
火
の
取
組
み

訓
練
が
終
了
し
ま
し
た
。 

火
の
取
り

扱
い
は
十
分
注
意
し
、
万
が
一
出
火
し
て
炎
の
高
さ
が
自
分
の

背
丈
よ
り
高
く
な
っ
た
ら
「
１
１
９
番
」
し
ま
し
ょ
う
。 

▼英彦山神宮奉幣殿にて 

 ＜万緑に包まれる奉幣殿＞ 

▲スロープカー 

写真２ 写真５ 写真３ 写真４ 

 

（後列左から）富田浩一、森下泰三、中村秋雄、金尾和洋 

（前列左から）山口幸子、永松敬子、川迫義昭 

平山哲生 池末俊彦 

（後列左から）江口江美子、井上周二、鬼倉弘人 

（前列左から）副島スミヱ、加川恭子、別府郁子、竹下裕美子 



ホームページアドレス http://www.kouminkan.info/onojo/otoganahigashi/ 

 

乙金東グラウンドゴルフ同好会 

★平成２４年３月度 月例会成績 

（３ラウンド：敬称略） 

１位  藤井  昇 （５０） 

２位  下川 一旗 （５１） 

３位  井上 親信 （５６） 

４位  甲斐 良子 （５７） 

５位  井上 菅子 （５７） 

 

★平成２４年４月度 月例会成績 

（３ラウンド：敬称略） 

１位  山口 枝折 （５６） 

２位  小西 茂則 （５６） 

３位  井上 親信 （５７） 

４位  篠原  靖 （５９） 

５位  山下  孝 （５９） 

 

公民館で卓球をしませんか！ 
  
区民の方々の「交流の場づくり」及び「子ども達の遊び場づくり」の一

環として、２階ホールを卓球練習に開放しています。 

大人や子ども達対象の時間を取っておりますので、お気軽に遊びに来て

下さい。初心者の方も大歓迎です。子ども達も遊びに来てね！ 

＜福祉部会よりお知らせ＞ 

今年度も『足元気教室』を実施いたします。 

対象者は６５才以上となっていますが、最近足に元気がなく不安

を感じるようになったと思われる方は、どなたでも参加出来ます。 

お待ちしております。 

 

―――――――――  第１回目  ――――――――― 

※日時：平成２４年５月２８日（月） 

       9 時３０分～１２時３０分 

※開催場所：乙金東公民館・集会室 

※健康手帳をお持ちの方は持参して下さい 

お問い合わせ先 

乙金東公民館 092－503－8812 

 

≪ごみ収集休み≫ 

５月３日(木)～５月６日(日)迄 

★燃えるごみの収集振替はありませんの

で、休みの前後の収集日に出して下さい。 

 

区
民
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
の
お
願
い
！！ 

 

乙
金
東
公
民
館
で
は
、
毎
月
乙
金
東
区
ニ
ュ
ー
ス
を
発
行
し
、 

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
た
か
、
あ
る
い
は
予
定
し
て
い
る
行
事
や 

そ
の
他
の
こ
と
を
区
民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

乙
金
東
区
ニ
ュ
ー
ス
を
、
更
に
よ
り
充
実
し
た
も
の
に
す
る
為 

区
民
の
皆
様
か
ら
の
投
稿
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

<

例
え
ば
こ
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
は
如
何
で
し
ょ
う
か
？>

 

①
教
え
て
あ
な
た
の
爆
笑
エ
ピ
ソ
ー
ド 

②
今
だ
か
ら
言
え
る
私
の
笑
え
る
大
失
敗
談 

③
私
の
大
事
な
宝
物
い 

④
私
の
健
康
方
法
や
私
は
こ
れ
で
病
気
を
追
っ
払
い
ま
し
た 

⑤
川
柳
、
短
歌
、
俳
句 

⑥
趣
味
な
ど 

      <

投
稿
方
法> 

①
公
民
館
に
持
参
（
手
書
き
又
は
メ
デ
ィ
ア
） 

②
公
民
館
の
ポ
ス
ト
に
投
函
（
手
書
き
又
は
メ
デ
ィ
ア
） 

③
公
民
館
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
へ
送
信 

 
 

o
to

g
a
n

a
h

ig
a
s
h

i-1
@

fu
k

.csf.n
e
.jp

 

右
記
の
い
ず
れ
の
方
法
で
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 <

投
稿
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い
事
項> 

◎
原
稿
を
投
稿
さ
れ
る
時 

投
稿
者
の
お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
を
ご
記
入
下
さ
い
。 

（
確
認
事
項
が
あ
る
場
合
は
ご
連
絡
さ
せ
て
頂
き
ま
す
） 

 

◎
東
区
ニ
ュ
ー
ス
掲
載
時 

匿
名
を
ご
希
望
の
方
は
そ
の
旨
ご
記
入
下
さ
い
。 

 

＊
短
い
記
事
で
結
構
で
す
の
で
お
気
軽
に
ご
投
稿
下
さ
い
。 

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

乙
金
東
公
民
館 

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2 3 4 5
休館日 休館日 休館日 休館日

（憲法記念日） （みどりの日） （こどもの日）

6 7 8 9 10 11 12
卓球小人 休館日 わかばっ子 卓球大人 隣組長会

卓球小人

文庫貸出日

13 14 15 16 17 18 19
卓球小人 休館日 食改善会開講式 卓球大人

シニアクラブ旅行 シニアクラブ旅行

卓球小人

文庫貸出日

20 21 22 23 24 25 26
休館日 休館日 卓球大人
（第３日曜日） 幹事会

卓球小人

文庫貸出日

27 28 29 30 31
卓球小人 休館日

運営委員会

公民館　　２４年５月行事予定

福祉部会／
「春のふれあい
バスハイク」

シニアクラブ防
犯パトロール

足元気教室
（第１回目）

１ブロック親善グ
ラウンドＧ大会

２ブロック親善グ
ラウンドＧ大会

役職員親善グラ
ウンドＧ大会

 

                      

         

            

 

今
後
の
主
な
行
事
予
定 

 

■
平
成
２４
年
５
月
１０
日
（
木
） 

 
 

わ
か
ば
っ
子
（
端
午
の
節
句
） 

 

■
平
成
２４
年
５
月
１３
日
（
日
） 

 
 

役
職
員 

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

■
平
成
２４
年
５
月
１３
日
～
１４
日 

 
 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
「
春
の
旅
行
」 

 

■
平
成
２４
年
５
月
１７
日
（
木
） 

 
 

食
改
善
会
開
講
式 

 

■
平
成
２４
年
５
月
２０
日
（
日
） 

 
 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

■
平
成
２４
年
５
月
２４
日
（
木
） 

 
 

春
の
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ハ
イ
ク 

☆
８０
才
以
上
の
方 

（
お
一
人
暮
ら
し
の
方
は
除
く
） 

 

■
平
成
２４
年
５
月
２５
日
（
金
） 

 
 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

■
平
成
２４
年
５
月
２７
日
（
日
） 

 
 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

■
平
成
２４
年
５
月
２８
日
（
月
） 

 
 

足
元
気
教
室
開
講
「
第
１
回
目
」 

  

■
平
成
２４
年
６
月
３
日
（
日
） 

 
  

一
斉
清
掃 

  

■
平
成
２４
年
６
月
１０
日
（
日
） 

 
 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

親
善
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 

 

■
平
成
２４
年
６
月
１５
日
（
金
） 

 
 

ミ
ニ
デ
イ
「
し
の
の
め
会
」 

 

曜日 午前の部 午後の部

金 9：30～11：30 13：30～16：30

土 13：30～15：30

日 9：30～11：30 13：30～15：30

☆区関連の行事と重なる場合は利用できない場合もあります

☆公民館休館日＝毎週火曜日・第3日曜日・祝日・お盆・年末年始

利用者 摘要

日曜日利用の小学生は保護者同伴に限ります

土曜日はボランティアがお世話します
　小人

（小学生・中学生）

　大人
（高校生以上）

■ゴミ出しの日 

  毎 週

  第２・第４

  第３

  第１・第３

  燃えるごみ 日曜日・水曜日

  ビン・缶 火曜日

  その他の燃えないごみ 火曜日

  ペットボトル・白色トレー 火曜日

■乾電池・蛍光管・体温計（水銀使用のもの）　

                 ★事業所からの持込は出来ません

公民館に設置されている回収箱へ入れて下さい

mailto:otoganahigashi-1@fuk.csf.ne.jp

